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「持続可能な紙利用のためのコンソーシアム（CSPU）」主催
シンポジウム 開催報告

サプライチェーンでの企業間連携
持続可能な紙利用の拡大を目指して

　2016年7月8日（金）、「持続可能な紙利用のためのコンソーシアム（CSPU）」主催シンポジウ
ム ̶サプライチェーンでの企業間連携  持続可能な紙利用の拡大を目指して̶ を開催しまし
た。紙の原料調達に関しては、依然として問題が報告されることもある一方、より環境や社会に
配慮した紙製品を供給・調達しようとするサプライチェーンを通じた具体的な連携事例もみら
れるようになりました。シンポジウムでは本コンソーシアムの取り組みについて報告するとと
もに、供給側の企業、業界団体からも取り組みを紹介。パネルディスカッションでは、各発表をも
とに今後さらに持続可能な紙利用を拡大してゆくために、現状課題となっていることやその解
決のために何ができるかなどについて議論しました。

日　時：2016年7月8日（金） 13:30～16:30（受付開始 13:00～）
場　所：三井住友信託銀行本店（東京都千代田区丸の内1丁目4番1号）
参加者：約120名

「持続可能な紙利用のためのコンソーシアム」とは？

　「持続可能な紙利用のため
のコンソーシアム（以下、
CSPU）」は、環境や社会に配慮
した紙利用の拡大を目指す企
業5社が、環境や地域社会に配
慮した紙の利用が社会全体で
拡大、浸透することを目指し、
株式会社レスポンスアビリテ
ィとWWFジャパンとの協働
のもとに、2013年11月に立
ち上げたものです。その後３
社が新たに参画し計10の企
業、団体が参画しています。

開催
概要

参画企業（2016年11月時点、50音順）：
味の素株式会社、花王株式会社、カシオ計算機株式会社、キリンホールディングス株式会社、
JSR株式会社、ソニー株式会社、株式会社ニコン、三井住友信託銀行株式会社

運営アドバイザー：株式会社レスポンスアビリティ
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株式会社山櫻 代表取締役社長　市瀬豊和氏　

　ユーザー企業側に起きている問題点やご意見などの生き
た情報をお聞きできることは、供給側として大変に貴重な機
会であると認識し、この度のシンポジウムには、弊社から5
名参加させていただきました。弊社は、2006年から森林認証
紙を利用した紙製品の製造販売に取り組み始め、供給側とし
て認知度を上げることに苦労してまいりましたが、このよう
なコンソーシアムが立ち上り持続可能な紙利用の拡大を
ユーザー企業主導で目指していく流れが起きていることは、
私にとっては感動的な場面に立っている思いです。今後この
コンソーシアムを通して、地球の持続可能な発展に向けて
ユーザー企業側と供給側、両者での環境への想いがひとつに
なっていくことを期待しています。

ビーエフ＆パッケージ株式会社

環境品証部　小林久子氏／プロセッシング営業グループ　小池進氏

　今回のシンポジウムに参加させていただき、積極的に森林
保全に取り組み、持続可能な紙を利用していこうという動き
をとっている会社があることを知りました。日本はどちらか
というと環境問題に関しては後進的なところもあります。森
林資源の保全、美しい地球環境を後世に残すためにも、今後
も積極的に森林管理や持続可能な紙製品の普及に取り組ん
でいきたいと考えます。
　環境配慮型の商品を市場に出すことにより、会社として世
界の森林保全に貢献し、食品を安全で効率よく安価な方法で
あらゆる場所にいる消費者に届けていきたいと考えていま
す。

参加者からのコメント

■ パネルディスカッション2

　パネルディスカッション2では、製品の容器包装や梱包
材といったパッケージ類に使用される紙製品について、パ
ネルディスカッション1と同様にCSPU参画企業と供給側
の企業が登壇し議論を行いました。
　CSPUに参画する各社からは、紙調達方針策定後数年が経
過するもののパッケージ類への認証品導入割合は多くはな
い現状や、消費者が手に取るカタログや会社案内などの印
刷物、名刺封筒類にまずFSC認証紙を採用し、最近は容器類
にも認証紙の採用を始めたこと、サプライヤーへの説明会
などを通じて、将来的には認証紙の供給が必要になるだろ
うことを伝えているといった取り組みが紹介されました。
　しかし、同じ製品でも複数のサプライヤーから調達して
いるため、一部のサプライヤーが認証をとっただけではそ
の製品を認証品に変更するのは難しいこと、認証紙を供給
できるサプライヤーが限定されていて選べないこと、現在
の採用品ではFSC認証紙が入手できなかった経験など、調

達先も製品の選択肢も限られているといった課題も挙げら
れました。
　供給側やWWFからは、パネル1と同様にユーザー側から
の需要がまだ十分に高まってはいないことや、欧米の先進
国ではすでに認証紙の採用が「当たり前」になりつつある
が、その他の国においてもFSCラベルのついた製品をよく
見かける。多くの消費者が製品を選ぶ際に目にするパッ
ケージ類への環境配慮は世界的に拡大しており、2020年の
東京五輪において近年開催された大会と同様の調達コード
が定められる可能性も視野に、日本でもここのところ急激
に変化が起きているのではないかとの発言もありました。

参加者（敬称略）

日本テトラパック株式会社　金井路也

レンゴー株式会社　三浦一憲

味の素株式会社　成田健治

花王株式会社　田中秀輝

キリン株式会社　藤原啓一郎

株式会社ニコン　袴田淑子

WWFジャパン　古澤千明
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